








昭和 59年4}j 2 1日 (f!十)学校教育研究所会
主;f.l:)~:正也(専修大学) I日本の教育改革の動向」
昭和 59年 5月 12日 (!!十)学校教育研究所
天笠 茂(千葉大学) I主任i識について」
小島弘道(筑波大学) Iソビエトの教育改革」
昭和 59年 7月7日 (財)学校教育研究所
久保田力(筑波大学大学院) I父母の意識調査について」
昭和 59年 7月 29 B 夏季研究大会 東京本郷会館
天笠 茂(千葉大学) 小松郁夫(東京電機大学) 堀井啓幸(帝京大学)
木!河一明(筑波大学大学院) 久保田力(筑波大学大学院)
「学校の意思形成に関する調査研究」




昭和 59年 10月 6B (!H)学校教育研究所
北村i正行(筑波大学) I教員身分保障法案研究の展望J
天笠 茂(千葉大学) I学習の個別化に関する実践的研究の動向」
昭和 59年 12月 22日 (財)学校教育研究所
小松郁夫(東京電機大学) Iイギリスの教育事情J
え小島弘道(筑波大学) I学校を活性化する指導行政J
昭和 60年 3月2日 (f!十)学校教育研究所
堀井啓幸(帝京大学) I戦後学校管理運営における校長の物的活:理の 1lJ題点J
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I!日午[]6 0年 3月27日-2 9 Iヨ 春季合宿研究会
「学校の意思形成に関するTiJf究」
天笠 茂(千葉大学) 小松郁夫(東京電機大学) 堀井啓幸(帝京大学)
木同一明(筑波大学大学院) 久保田力(筑波大学大学院)
書評 吉本二rm若 f学校の経営行為と[JLf 様可(上越教育大学)
f)JI代教育改革における『自!jJ化』問題」
永岡 Wi (筑波大学) 小島弘道(筑波大学) 北神正行(筑波大学)
グリーン天城



















大西 信行 わが国における地方千視見学{制iむ伊出制jl計山1]巾J度支の}成瓦立と展関一一一 1羽郡:出1ち:祝学を中 J心L、として一一一
小松 f郁iI点!日:夫 戦後日本の指導行政i詰出制j計可!リJI度支とそのi問j討昨J打j題起泣}
一i部Lti珂H可- 桜古司j アメリカの指j導草行政一一その特質の把握を l中4宇コ d心L、lにこして一一





























府内 孜 「学校;1:王 II~~~論」と「公教育論」 一ーその1:\l~WII立j係と課題性一一














小島弘道 ソビエトにおける主主キ支自治の忠fJ;1とi!il]l支(その 2) 










P.R.Lawrence & T.W.Lorsh Organization and Environment: 
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料、 翌ITi r学校改革論」に関する一考察(上) 一一一学校経営学的視点を中心に一一一
lV.文献解題
i}_l:j- nfR-] Dan C.Lortie.School teacher:A Sociological Study 











i案m{ dflL{ 学校~ì1r理規則の教育法学的考察(その 3 ) 一一-'l'1J例研究を中心として
丸IL! 言受~[ ノトf宇中交における「ゆとりの1寺iHJ はととのように三支計令されているか






















村EI 俊明 Organized Anarchy としての学校組識に関する一考察
出.文献紹介
阿久津市 T.J.Sergiovanniancl F.D.Carver(1980) The New School Executive 
第 8巻 (1983)
l.自社1研究








丸山 義王 「ゆとりの1I寺IHlJ で、児童の創造性は育成できるか
柳原 菜子 生徒の逸脱行動に関する生徒指導研究の視fq
IJ.文献紹介
天笠 茂 ArthurLcvine，(1980) 




























堀内 孜 「教育経営j 概念の実体牲と有効性
丸山義王教相iの「白己評価日録」について
一一-N S TAにおける教師と生徒の相互作用のモジュールを通して一一一



































本会WJは， 1日平15 1 1j~ 3 FJ1日より施行する。
2. 本会WJは， 1日午15 1 1三4Jj 1日より施行する。












7. 本紀要の編集事務についての通信は， (〒 30 5)茨城県新治郡桜村天王台 1- 1 -1筑波大
学教育学系，学校経営研究室気付「大塚学校経営研究会紀要編集委員会J 宛とする。
「学校経営研究J 論文投稿要領
1 .論文原稿は，未発表のものに!浪る。(ただし 口頭発表プリントの場合 このi浪りでなしり 2









文献目録 l本という ;J試しい結栄になってしまいました。第 10をという記念すべきものであるので
すから，質的・法的に充実したかったのですが成念ですっ
三人の会員からお寄せいただきました論文をひとつずつJド凡させていただきましたが， 日i訴から
IUJ心を寄せて取り組んでいるテーマだけに大へん興!味深く，かっ力作であったように感じておりま
す。
堀内会員の rlf'教育の概念の実体tと有効性」は，なかなか実体がつかめない「教育給計」
について，その実際の効果とのかかわりを合めて解明しようとした意欲的作品です。これらについ
ては，教育経営学会の年来のテーマでもあり，わたしたちの研究会でも継続して研究していく必要
があるテーマだろうと考えます。
丸山会員の「教師の『自己評価iヨ録』について」は，教育実践の質と効果を高めていくためのよ
りどころとして「自己評価目録」を位置づけ，アメリカのそれを参考にしながら詳細に検討したも
のです。多くのi務長wな問題に直閉している今の教育界に対して旬rI値ある一石を投じているといって
もよいかもしれないものです。
村田会員の「学校経営のためのルース・カプリング理論について」 は，学校組織一学校経骨の活
性化めための大胆で挑戦的な試みとして「ルース・カプリンクー理論」を理解し，そのアウトライン，
経営においてもつ意義，そして今後の{済究動向とのかかわりについて述べています。わが国の学校
経営研究にあっても，おおいに参考にされてよい試みです。
天笠会員をチーフとする千葉大関係グループになる「学級経営評価に関する文献呂録」は，学級
経営研究にとっても， さらにはJLく学校経営研究において意義深いものです。本紀要に，こうした
基本的な研究があらわれたことを存びとしたいし，これからも，この極のものが多く掲載されるこ
とを望みたいものです。
巻末には，この i一年!日jの『学校経営研究』に掲載された論文一覧が示してあります。わたしたち
の研究の足跡の一端をここから知ることができます。卒直にいって，わたしたちの研究にとって，
これからが正念場です。会員諸氏のいっそうのTtiTj生を期待するとともに，これをお読みいただいた
んー々からのご批判，ご指導をお願いIPしi二げる次第です。
(守:f?B=J) 
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